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「バスティン講座の内容と音脳リトミックの共通点について」 

 

音脳協会では、７月１２日藤原亜津子先生のバスティン「パーティーＣ」の講座後、引き続き勉

強会を開催しました。 

 

現リトミック生徒が将来ピアノを習う事を考えた場合、バスティン教材を使用しているピアノ

講師として、リトミックレッスンのどこに重点をおいてレッスンする事が大切なのかという点を考

える勉強会になりました。 

重点を置く場所として、藤原亜津子先生の講座の中のお言葉と音脳リトミックの共通点を出

してみました。 

 

 

【パーティーＣのポイント】 

「音楽は歌」「声を出す経験が歌に繋がる」 

【音脳リトミックのポイント】 

 音脳リトミックでは日常の「音」をテーマに胎児期の頃からママに沢山の言葉かけや歌いかけを促している。 

 胎児はまだ歌えなくてもママの声をメロディーとして聞いているので、ママの声を中心に胎児期から感性の

芽を育んでいる。そして新生児でもママの声を真似してベビーは声を出しているという研究結果を元にママに

沢山の「声」を出してもらう経験を積んでもらうプログラムはパーティーＣ（Ｃに限らず）にそのまま繋がる。 

◆ポイント→「ママの声」を引き出しが子どもの「声を出す経験」に繋がる 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「音楽は呼吸」 

【音脳リトミックのポイント】 

マタニティのママには毎回のレッスン時にライアーに合わせ深い呼吸を促している。 

ベビー期からライアーという楽器演奏をベビーが演奏する際、またママに弾き歌いしてもらう際の「呼吸」の

大切さが後の「音楽は呼吸」に繋がる。 



◆ポイント→音脳リトミックで「呼吸（腹式呼吸）の意識」 

 

 

【パーティーＣのポイント】 

「小さいうちから感じた事を表現する力が必要」 

【音脳リトミックのポイント】 

 胎児期ではママが感じた事を「言葉」にし「身体」で表現し「声と動き」を胎児に体感。ベビー期はベビーと共

にママが「表現」する事で、自然に子供自身の表現力を育むプログラムになっている。 

音脳リトミック育ちの０歳児は出来る限りの体の機能を使って体全体で表現出来ているので、私達がいう「表

現力」とは胎児から培うという認識をしっかり持つ事が大切。 

音脳リトミックで胎児期、ベビー期過ごした子供達が１歳過ぎて自分で表現出来る身体が出来た時、自ら表現

する事が当たり前で、表現を楽しむ子供になっている。 

まさに「小さいうちからの表現力」を目標にしている。 

◆ポイント→「表現力」の原点を忘れない！ 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「発想が必要・発想は訓練」 

【音脳リトミックのポイント】 

 ママ達に１つの言葉をどうように発想するか。どれだけ多くを発想出来るかという発想力を毎回のお教室プ

ログラムで訓練している。（音育児力の導入） 

始めは全く発想出来なかったママも半年、一年も経つと自由で柔軟な発想力がついてくる。そんなママの子

育ては日々楽しい発想で子供自身もママと音コミュニケーションを楽しみ、毎日が豊かに流れている。 

◆ポイント→音育児力 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「感性がないと豊かな指導ができない」 

【音脳リトミックのポイント】 



 音脳プログラムでは講師自らが「感性を磨く」プログラムになっている。 

 講師自らが五感をしっかり研ぎ澄ます事でレッスンプログラムが豊かになり、親子の感性と共に組み立てられ

るプログラムなので２度同じプログラムは存在しない。 

 講師としてはとても柔軟な発想が要求されるので初めは難しいが、感性磨きも訓練なので切磋琢磨してい

く内にとても豊かな感性が身に付き、それがピアノ指導にも大きく影響しています。 

◆ポイント→音脳スキルを身に付けるとピアノ指導が変わる！ 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「親子一体のレッスン」 

【音脳リトミックのポイント】 

 音脳教室では「親子一体」のレッスンの中で、ママ自身は育児が楽しめるように、子どもはママと一緒の時間

が安心して過ごせるようなプログラムなっている。 

 ピアノを習い始めたから急に一人でレッスンを受けたり、急にすり込み的なレッスンになるのではなく、幼児期

の間は今まで数年間のスタイルのままピアノレッスンに移す事で、ママも子供も安心して、また楽しみながらレッ

スンが受けられる事を大切にしたい。 

「親子一体」は「母子の絆つくり」＝「学びたい心作り」 

◆ポイント→テキスト中の幼児心理分野をしっかり学びましょう！！ 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「けなさない・良い所を誉める」 

【音脳リトミックのポイント】 

 音脳講座では「音育児力３つの柱」のうちの一つ“自己肯定感”をしっかり勉強しているので、講師としてどの

ような言葉かけが必要か？を把握している。 

 また、ママ自身をたくさん誉めてあげるプログラムでもあるので、ピアノに移行した生徒に対しても「自己を

肯定するレッスン」「誉めるレッスン」のポイントをしっかり把握出来る。 

◆ポイント→「自己肯定感」をしっかり学びましょう！ 

音脳リトミック・リズムマッサージ・ピアミック共通 

 

【パーティーＣのポイント】 

「和音」七つの和音で『長短』を感じる 

「Ｖ7→Ⅰ」で『緊張→解決』を感じる 

【音脳リトミックのポイント】 

 音脳リトミックの中でも調整（長調・短調）・Ｖ7→Ⅰ（緊張解決）を意識する部分が多くあるのでプログラムの

中で忘れないように取り入れる。 



 

 

参加講師の感想 

音脳リトミックを経験した子供経ちが、音を聴いて想像し、創造させることで、感性の

器を広げ、バスティンパーティーAへの導入をスムーズに出来ると感じました。 

 

 

次回の予定 

◆８月 1日(木)「はじめてのピアノ講師＆はじめてのバスティン」 

◆８月３０日（金）バスティン×音脳ピアノリトミック勉強会 

 

記  金子栄美子 


